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法
学
部
や
法
科
大
学
院
、
公
共
政
策
大
学
院
な
ど
で
法
律
を
学
ぶ
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
六

法
に
載
っ
て
い
る
法
律
の
条
文
は
、
解
釈
、
適
用
の
対
象
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
同
じ
法
律
で
も
、
解
釈
、
適
用
の
対
象
と
し
て
み
る
場
合
と
、
こ
れ
を
つ
く
る
側
に
立
つ
場
合

と
で
は
、
条
文
に
対
す
る
見
方
、
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
法
律
を
解
釈
す
る
場
合
は
、
様
々

な
解
釈
の
幅
の
中
か
ら
、
具
体
の
現
実
に
即
し
公
平
妥
当
な
解
決
を
図
っ
た
り
、
多
く
の
人
々
の
正
義
に
か

な
う
解
釈
を
試
み
る
こ
と
が
第
一
義
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
法
律
を
つ
く
る
場
合
（
あ
る
い
は
、
契

約
書
な
ど
の
条
項
を
つ
く
る
場
合
も
同
じ
で
す
が
）
は
、
条
文
は
、
何
よ
り
も
、
一
義
的
に
明
確
、
か
つ
、

平
易
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
必
ず
し
も
専
門
家
で
は
な
い
、
条
文
を
読
む
普
通
の

人
々
＝
一
般
の
国
民
に
と
っ
て
、
行
為
の
予
測
可
能
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
、
予
期
せ
ぬ
不
意
討

ち
を
受
け
無
用
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
配
慮
し
て
お
く
こ
と
が

極
め
て
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
た
め
、「
法
制
執
務
」
と
呼
ば
れ
る
、
解
釈
学
と
は
別
の
世
界
が
、
先
人
達
の

手
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
制
執
務
に
お
け
る
用
語
の
数
々
は
、
私
た
ち
の
日
常
用
語
と
は

少
し
異
な
る
独
自
の
世
界
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
法
律
は
、
一
部
の
専
門
家

だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
は
、
国
民
代
表
か
ら
な
る
国
会
に
お
い
て
、
国
民
の
た
め
に
つ
く
ら

は
し
が
き
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れ
る
も
の
で
す
。
一
般
の
国
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
正
確
な
条
文
を
い
か
に
し
て
つ
く
る
か

―
法
制
執
務
、
法
令
用
語
独
特
の
細
か
な
ル
ー
ル
も
、
実
は
、
先
人
達
の
そ
う
し
た
努
力
の
積
み
重
ね
の

結
果
、
で
き
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

　
本
書
は
、「
法
解
釈
」
の
世
界
と
、「
法
制
執
務
」＝「
立
法
」
の
世
界
と
を
つ
な
ぐ
、
い
わ
ば
架
け
橋
と
な

る
よ
う
な
内
容
を
目
指
し
て
、
基
礎
的
な
法
制
執
務
用
語
や
、
立
法
の
世
界
の
常
識
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
法
律
を
つ
く
る
側
の
常
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
皆
さ
ん
の
勉
強
が
、

よ
り
厚
み
の
あ
る
奥
深
い
も
の
に
な
る
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
本
書
の
内
容
は
、
平
成
二
一
年
四
月
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
、
計
二
四
回
に
わ
た
り
雑
誌

『
法
学
教
室
』
に
「
条
文
の
読
み
方
―
法
制
執
務
用
語
解
説
」
と
し
て
連
載
さ
れ
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
、
今

回
の
単
行
本
化
に
あ
た
り
、
全
体
の
構
成
を
再
度
見
直
し
、
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
雑
誌
連
載
当
初
の
企
画
段
階
か
ら
、
絶
え
ず
私
ど
も
を
励
ま
し
て
下
さ
っ
た
有
斐
閣
雑
誌
編
集

部
の
足
立
暁
信
、
藤
井
崇
玄
の
両
氏
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
三
月

法
制
執
務
用
語
研
究
会
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で
あ
る
大
臣
が
定
め
る
命
令
で
す
。
こ
の
府
令
と
省
令
の
効
力
は

同
格
で
、
上
下
関
係
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
令
や
府
省
令
の
ほ
か
に
、
行
政
機
関
の
定
め
る
特
殊
な
命
令

が
あ
り
ま
す
。
会
計
検
査
院
規
則
、
人
事
院
規
則
、
公
正
取
引
委

員
会
規
則
な
ど
の
独
立
性
の
高
い
機
関
が
定
め
る
「
規
則
」
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
行
政
機
関
の
規
則
と
は
別
に
、
立
法
機
関
で

あ
る
各
議
院
の
定
め
る
「
議
院
規
則
」、
司
法
権
を
担
う
最
高
裁

判
所
の
定
め
る
「
最
高
裁
判
所
規
則
」
が
憲
法
上
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ
憲
法
五
八
条
二
項
及
び
七
七
条
一
項
）。
議
院

規
則
は
、
立
法
府
が
定
め
る
も
の
で
す
が
、
法
律
と
は
異
な
り
、

両
議
院
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
院
が
単
独
で
定
め
る
内
部
規

則
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
条
約
」
や
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
「
条
例
」、

「
規
則
」
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
法
律
は
い
く
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
年
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
件
を
超
え
る
法
律
が
国
会
で
成
立
し
て
、

公
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
第
一
回
国
会
か
ら
第
一
七
九
回
国

会
ま
で
（
一
九
四
七
年
五
月
か
ら
二
〇
一
一
年
一
二
月
ま
で
）
に
成

立
し
た
法
律
は
、
約
九
八
〇
〇
件
に
及
び
ま
す
。
民
法
の
よ
う
に

戦
前
か
ら
続
く
法
律
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
数
は
増

え
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
実
際
に
は
、
現
行
法
律
は
約
一
八
六
〇

第
1
章　

法
律
の
種
類

Q1

法
令
に
は
、
ど
う
い
う
種
類
の
も
の
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
数
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

A1

法
令
に
は
、
制
定
主
体
や
効
力
の
異
な
る
い
く
つ
か
の

形
式
が
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
法
形
式
の
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
は
、
当
然
、
国
の
最
高
法
規
と
さ
れ
る
「
憲
法
」
で
す
。
こ
れ

に
違
反
す
る
法
律
、
命
令
な
ど
は
効
力
を
有
し
ま
せ
ん
（
憲
法
九

八
条
一
項
）。

　

憲
法
に
次
ぐ
の
が
、
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
（
憲
法
四
一
条
）

と
さ
れ
て
い
る
国
会
の
定
め
る
「
法
律
」
で
、
そ
の
下
に
、
行
政

機
関
の
定
め
る
命
令
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
命
令
に
は
、
ま
ず
、

内
閣
の
定
め
る
「
政
令
」、
こ
れ
に
次
い
で
、
各
府
省
大
臣
の
定

め
る
「
府
令
」・「
省
令
」
が
あ
り
ま
す
。
内
閣
府
令
は
内
閣
府
の

長
と
し
て
の
内
閣
総
理
大
臣
が
各
省
大
臣
と
同
じ
立
場
で
定
め
る

命
令
で
す
。
総
務
省
令
、
法
務
省
令
な
ど
の
省
令
も
、
各
省
の
長
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Q2

制
定
さ
れ
る
法
律
に
は
、

ど
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
（
型
）
が
あ
り
ま
す
か
?

A2

法
律
は
最
初
、「
〇
〇
法
」
あ
る
い
は
「
〇
〇
に
関
す

る
法
律
」
等
と
し
て
新
規
制
定
さ
れ
ま
す
が
、
社
会
情

勢
等
の
変
化
に
伴
っ
て
、
内
容
に
変
更
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。

　

ま
ず
、
法
律
の
内
容
の
一
部
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

「
〇
〇
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
い
う
法
律
が
作
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
、
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
方
式
と
し

て
、
我
が
国
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
溶
け
込
み
方
式
」
が
採
ら
れ
て

い
ま
す
。「
溶
け
込
み
方
式
」
と
は
、
元
の
法
律
の
文
言
に
対
し

て
、「
改
め
る
」「
加
え
る
」「
削
る
」「
…
と
す
る
（
条
等
の
移
動
）」

と
い
う
形
（
い
わ
ゆ
る
「
改
め
文
」）
で
改
正
を
行
っ
て
い
く
方
法

で
す
。
一
部
改
正
法
は
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
法
律
で
あ
る
と
同

時
に
、
改
正
規
定
自
体
は
改
正
の
対
象
で
あ
る
元
の
法
律
に
溶
け

込
ん
で
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
、
少
し
複
雑
な
性
格
を
し
て
い
る

の
で
す
。

　

改
正
方
式
に
は
、
こ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
よ
う

件
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
ち
な
み
に
、
政
令
に
つ
い
て
は
約
二
〇
〇

〇
件
、
府
令
・
省
令
に
つ
い
て
は
約
三
八
〇
〇
件
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
）。

　

不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
、
公
布
さ

れ
る
法
律
の
か
な
り
の
部
分
を
、
一
部
改
正
法
と
い
わ
れ
る
法
律

が
占
め
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
既
存
の
法
律
の
内
容
を
変
更
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
法
律
を
改
正
す
る
と
い
う
内
容
を
も
つ
「
〇

〇
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
い
う
題
名
の
別
の
法
律
に
よ

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
一
部
改
正
法
の
規
定
は
、

施
行
さ
れ
る
と
既
存
の
法
律
に
溶
け
込
ん
で
消
え
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
既
存
の
法
律
を
廃
止
す
る
法
律
（「
〇
〇
法
を
廃
止

す
る
法
律
」）
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
有

効
期
限
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
、
期
限
の
到
来
と
同
時
に
自
動

的
に
失
効
す
る
法
律
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
廃
止
の
手
続
は
と
ら

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
法
で
規
定
す
る
対
象
が
存
在
し
な
く
な
る

な
ど
し
て
、
実
効
性
を
喪
失
し
た
法
律
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
廃
止
さ
れ
た
法
律
で
あ
っ
て
も
、
な
お
効

力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
（「
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
第
2
部
16

一
〇
六
頁
参
照
）、
現

行
法
の
数
を
確
定
す
る
の
は
、
意
外
に
難
し
い
作
業
な
の
で
す
。





【
例
1
】

警
察
法
（
昭
二
九
法
一
六
二
）

　
（
警
察
官
の
階
級
）

第
六
二
条　

警
察
官
（
長
官
を
除
く
。）
の
階
級
は
、
警
視
総
監
、

警
視
監
、
警
視
長
、
警
視
正
、
警
視
、
警
部
、
警
部
補
、
巡
査
部

長
及
び
巡
査
と
す
る
。

【
例
2
】

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
（
平
一
二
法
一
四

四
）

第
一
一
条　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
形
成
に
関
し
、
国
と
の
適
切
な
役

割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
特
性
を
生

か
し
た
自
主
的
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有

す
る
。

028

い
る
、
と
い
う
約
束
事
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
レ
ベ
ル
が
二
段
階
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。  1 

「
及
び
」「
並
び
に
」「
か
つ
」

　
「
及
び
」、「
並
び
に
」、「
か
つ
」
は
、
数
あ
る
法
令
用
語
の
中

で
は
、
最
も
基
礎
的
な
用
語
の
一
つ
で
し
ょ
う
。「
及
び
」
も

「
並
び
に
」
も
「
か
つ
」
も
、
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
日
常
用
語
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
単
語
は
、
い
ず
れ
も
、
複
数
の

語
句
を
併
合
的
に
結
び
付
け
る
接
続
詞
で
す
が
、
法
令
上
の
用
法

に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。

基
本
型
／「
及
び
」

　

ま
ず
、
二
つ
の
語
句
を
単
に
並
べ
る
と
き
に
は
、
単
純
に
、

「
A
及
び
B
」
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
三
つ
以
上
の
語
句
を

並
列
し
て
並
べ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
を
「
、」
で
つ

な
い
で
い
き
、
一
番
最
後
の
と
こ
ろ
で
一
回
だ
け
「
及
び
」
を
用

い
ま
す
（
な
お
、
体
言
が
並
ぶ
と
き
は
「
及
び
」
の
前
に
「
、」
は
打

ち
ま
せ
ん
が
、
用
言
が
並
ぶ
と
き
に
は
、「
及
び
」
の
前
に
も
「
、」
を

打
ち
ま
す
）。

階
層
型
（
そ
の
一
）
／「
及
び
」「
並
び
に
」（
二
段
階
）

　
【
例
1
】【
例
2
】
の
よ
う
に
、
単
純
に
同
じ
レ
ベ
ル
で
並
ぶ
場

合
は
い
い
の
で
す
が
、
こ
の
並
び
が
複
数
の
レ
ベ
ル
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
き
に
は
、
一
番
小
さ
な
段
階
に
一
回
だ
け
「
及
び
」
を

用
い
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
段
階
に
は
、
す
べ
て
「
並
び
に
」
を
用



【
例
3
】

　

第
二
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
五
条
第
五
項
、

第
六
項
及
び
第
十
項

【
例
4
】

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律

（
平
四
法
七
五
）

　
（
財
産
権
の
尊
重
等
）

第
三
条　
こ
の
法
律
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
所
有
権
そ

の
他
の
財
産
権
を
尊
重
し
、
住
民
の
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
維

持
向
上
に
配
慮
し
、
並
び
に
国
土
の
保
全
そ
の
他
の
公
益
と
の

調
整
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
例
5
】

国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
一
一
法
一
二
九
）

第
三
九
条
①　

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
を
図
る
た
め
、
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
に
置
か
れ
る
各
機
関
、
内
閣
の
統
轄
の

下
に
行
政
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
機
関
と
し
て
置
か
れ
る
各
機
関
及

び
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
会
計
検
査
院

並
び
に
各
特
定
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
行
政
機
関
等
」
と
い

う
。）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
倫
理
監
督
官
一
人
を
置
く
。

②　
（
略
）
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権
を
尊
重
し
」
と
、
B
＝
「
住
民
の
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
維

持
向
上
に
配
慮
し
」
と
、
C
＝
「
国
土
の
保
全
そ
の
他
の
公
益
と

の
調
整
に
留
意
し
（
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」
の
三
つ
が
、「
A
、

B
並
び
に
C
」
と
大
き
く
並
ん
で
い
て
、
そ
の
う
ち
B
の
内
部
が
、

更
に
「
及
び
」
で
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

更
に
段
階
が
三
つ
以
上
に
な
る
場
合
は
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

階
層
型
（
そ
の
二
）／「
及
び
」「
並
び
に
」（
三
段
階
以
上
）

い
る
、
と
い
う
約
束
事
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
レ
ベ
ル
が
二
段
階
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

右
の
【
例
3
】
で
分
か
る
よ
う
に
、
ま
ず
大
き
く
「
第
二
条
」

グ
ル
ー
プ
と
「
第
五
条
」
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
全
体
が
「
並

び
に
」
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
第
二
条
」、「
第
五
条
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
が
、「
、」
と
「
及
び
」
で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

ま
た
【
例
4
】
も
、
A
＝
「
関
係
者
の
所
有
権
そ
の
他
の
財
産

　
「
、」「
及
び
」
の
ほ
か
に
、「
並
び
に
」
も
複
数
出
て
き
ま
す
が
、

こ
の
条
文
の
基
本
構
造
は
こ
う
な
り
ま
す
。




